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フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
の
写
本
と
校
訂
法

J、ζ

ア

エ

の
立
場
を
廻

つ

て

イ

松

原

秀

校
訂
法
史
の
概
略

優
れ
た
中
世
学
者
で
あ
っ
た
父
ポl
ラ
ン
・
パ
リ
ス
の
配
慮
に
依
っ
て
、
ロ
マ
ン
ス
語
学
の
建
設
者
フ
リ
l

ト
リ
ッ
ヒ
・
デ
ィ
l

ツ
の
許
に
十
七
才
で
送
ら

れ
た
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
は
ポ
ン
と
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
で
二
年
を
、
当
時
一
流
の
碩
学
テ
ォ
ドl
ル
・
ミ
ュ
ラ
l

、
ベ
ン
フ
ァ
イ
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
等
に
学
び

エ
コ
ー
ル
ヂ
シ
ヤ
ル
ト

最
新
の
知
識
を
得
て
一
八
五
九
年
に
帰
国
し
た
。
三
年
後
、
古
文
書
学
院
の
卒
業
に
提
出
し
た
論
文
「
フ
ラ
ン
ス
語
に
対
す
る
ラ
テ
ン
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ

い
て
」
は
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
最
初
の
近
代
的
、
体
系
的
フ
ラ
ン
ス
語
史
の
業
蹟
と
云
え
る
が
、

一
八
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
彼
の
「
聖
ア
レ
ク
シ
ス
伝
」

は
、
フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
作
品
の
校
訂
に
初
め
て
、
ラ
ハ
マ
ン
校
訂
法
を
採
用
し
た
も
の
で
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ベ
デ
ィ
エ
が
、
四
十
年
後
に
反
論
を
出
す
ま
で
永

（
註1
）

く
校
訂
本
の
模
範
と
な
っ
た
。

レ
ド
ロ
ン
プ
ル

ベ
デ
ィ
エ
の
立
場
は
一
九
一
三
年
の
S

・
A
・
T
・
F

版
「
水
鏡
の
歌
」
の
序
言
で
明
ら
か
に
さ
れ
、

カ
ン
タ
ン
の
写
本
分
類
法
批
判
で
再
び
出
張
さ
れ
現
在
ま
で
数
多
の
異
論
反
論
を
惹
起
し
た
。
乙
の
ベ
デ
ィ
エ
の
発
言
が
中
世
文
学
作
品
の
校
訂
法
に
一
大
六
一

一
九
二
八
年
ロ
マ
ニ
ア
誌
に
発
表
さ
れ
た
彼
の
ド
ン
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革
を
斉
ら
し
た
事
は
云
う
迄
も
な
い
が
、
彼
の
主
張
に
は
、
理
論
と
実
際
の
「
水
鏡
の
歌
」
の
校
訂
の
問
題
が
絡
ん
で
い
る
為
か
、
実
際
以
上
に
極
端
に
解
釈

（
註
2〉

さ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
彼
の
立
場
は
、
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
二
八
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
異
論
は
あ
る
も
の
の
大
勢
に
於
て
は
結
論
の
出
た
間

題
と
考
え
る
事
が
出
来
、
彼
の
立
論
に
寄
与
し
た
マ
リ
オ
・
ロ
ッ
ク
を
初
め
ロ
マ
ニ
ア
誌
を
中
心
と
す
る
学
者
に
は
保
持
さ
れ
て
い
る
。

所
が
最
近
、
歴
史
研
究
の
方
法
論
の
概
論
と
云
植
え
る
「
歴
史
学
と
そ
の
方
法
」
中
に
「
本
文
校
訂
」
を
書
い
た
ロ
ベ
ー
ル
・
マ
リ
シ
ャ
ル
は
、

の
論
争
を
振
返
っ
て
見
る
と
『
ベ
デ
ィ
エ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』
は
、
始
め
に
考
え
ら
れ
た
程
の
重
要
性
は
な
い
よ
う
だ
」
と
云
い
「
我
々
の
資
料
は
写
本
、
結

（
註3
〉

局
ス
テ
マ
で
あ
る
。
ス
テ
マ
が
不
条
理
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
そ
れ
が
示
す
証
拠
を
捨
て
去
る
権
理
は
我
々
に
は
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
乙
れ
は
ベ
デ
ィ
エ
の

立
場
え
の
批
判
と
し
て
は
妥
当
と
思
わ
れ
な
い
。
ベ
テ
ィ
エ
の
主
張
は
、
写
本
は
資
料
で
あ
っ
て
も
、
「
ス
テ
マ
」
は
解
釈
の
一
形
態
で
し
な
い
と
云
う
事
に

あ
る
の
で
、
ス
テ
マ
其
物
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ベ
デ
ィ
エ
の
立
場
に
対
し
て
は
、
写
本
分
類
の
新
武
器
と
し
て
登
場
し
た
ド
ン
・
カ
ン

タ
ン
を
始
め
、
フ
l

ル
ケ
、
マ
l

ス
も
批
判
を
行
い
、
最
近
は
、
カ
テ
テ
ラ
l

－
一
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
等
の
見
解
も
ベ
デ
ィ
エ
説
に
全
面
的
な
同
意
を
し
て
い

（
註4
）

る
と
は
云
え
な
い
。
こ
れ
の
多
く
は
、
ベ
デ
ィ
エ
に
反
し
て
ス
テ
マ
が
二
分
肢
に
な
る
事
を
正
当
化
す
る
努
力
と
云
え
る
が
、
ス
テ
マ
が
二
分
肢
か
三
分
肢
か

「
三
十
年
間

と
云
う
問
題
は
ベ
デ
ィ
エ
の
主
張
の
契
機
で
は
あ
る
が
、
結
論
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
乙
の
論
議
の
出
発
点
と
な
っ
た
ラ
ハ
マ
ン
法
と
は
何
で
あ
る-108 ー

の
か
？

以
下
簡
単
に
乙
れ
を
説
明
し
て
、
ベ
デ
ィ
エ
説
の
主
張
と
写
本
、
校
訂
版
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

一
、
ラ
ハ
マ
ン
校
訂
法

ラ
ハ
マ
ン
の
校
訂
法
と
は
、
一
八
三O
年
頃
か
ら
ド
イ
ツ
中
世
文
学
作
品
の
校
訂
、
次
で
、
古
典
文
学
の
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
写
本
分
類
の
方
法
で
あ
る
が

ラ
ハ
マ
ン
自
身
に
は
こ
の
方
法
を
解
説
す
る
論
文
は
な
い
よ
う
で
、
ベ
デ
ィ
エ
も
「
カ
！
ル
・
ラ
ハ
マ
ン
に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
通
常
の
方
法
に

従
っ
て
」

（
印
。
－
。
ロ

E

自
公
宮
内
問
。
ロm
g
E
O
W
E
S
E
b
0
・
8
B
Z
0
・z
－
z
o
p
H
V民間
ω
ユ

F
R
V
B
S
ロ
）

る
方
法
（
目S
専
念
仏

O
F
R
E
E

ロ
）
と
云
っ
て
い
る
。

と
云
い
、
カ
ス
テ
ラ
l

ニ
も
、
ラ
ハ
マ
ン
法
と
云
わ
れ

乙
の
方
法
を
フ
ラ
ン
ス
で
招
介
し
た
の
は
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
で
「
聖
ア
レ
ク
シ
ス
伝
」刊

行
以
前
一
八
六
六
年
の
ル
ヴ
ュ
・
ク
リ
テ
ィ
ク
に
招
介
し
た
そ
う
で
あ
る
。
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
の
高
等
実
習
学
院
で
の
「
聖
ア
レ
ク
シ
ス
伝
」
の
講
議
は
一

八
六
八
年
（
明
治
元
年
）
か
ら
で
あ
る
が
、
普
仏
戦
争
の
為
に
七
二
年
ま
で
出
版
は
延
期
さ
れ
た
。
こ
の
方
法
は
、
実
際
の
作
品
校
訂
に
於
て
全
面
的
に
は
採



（
註5
）

用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
方
法
論
と
し
て
は
、
一
般
の
賛
同
を
得
た
と
云
う
事
が
出
来
る
。
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
の
弟
子
で
あ
り
師
に
愛
さ
れ
た
ベ
デ
ィ
エ
も
こ

の
方
法
に
依
り
「
水
鏡
の
歌
」
を
校
訂
し
、
ト
リ
ス
タ
ン
物
語
で
は
失
わ
れ
た
原
作
の
複
原
を
同
様
な
方
法
で
残
っ
た
作
品
か
ら
試
み
た
が
、
乙
の
体
系
を
覆

が
え
す
反
論
に
到
達
し
た
事
は
、
フ
ァ
プ
リ
オ
研
究
で
、
師
の
印
度
起
原
説
を
否
定
し
、
叙
事
詩
論
で
師
の
カ
ン
テ
ィ
レ
！
ヌ
学
説
に
反
論
を
出
し
て
ベ
デ
ィ

（
註6
）

エ
の
仕
事
と
考
え
合
せ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

）フ

ン

法

／／ミ口広誌日共通y .._ ( "'"' J..~~一一、（ K) の
＼＼と JP Jlt:LYJ.le）誤

;"/ / I """ｷ / I 〆＼事
B C (D) E F G H C 

＼て
V 伝
d 本

の
分
類
を
す
る
方
法
で
あ

て
其
の
根
拠

人
の
写
字
生

各
自
独
立

同

箇
所
で
同
じ

Paul MAAS: Textuel criticism Oxford 1958. P. 5. 

間
違
い
を
し
な
い
」
と
考
え
方
が
あ
る
。
従
っ
て
任
意
の
二
写
本
が
同
一
の
間
違
い
を
示
す
時

（
註7
）

は
、
一
つ
の
親
写
本
か
ら
譲
ら
れ
た
と
考
え
る
。
乙
乙
にA
か
ら
K
ま
で
の
十
写
本
が
あ
り
分

類
の
結
果
が
、
第
一
表
の
知
く
な
っ
た
と
す
る
。
乙
の
図
は
何
を
表
わ
し
、
又
校
訂
本
は
ど
う

今
こ
れ
を
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。
D
と

K

が
括
孤
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
こ

（
註8
〉

の
括
孤
を
は
ず
し
て
三
分
肢
以
上
の
場
合
の
例
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
系
譜
が
二
分
肢
に
な
る

し
て
創
る
か
？
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か
、
三
分
肢
に
な
る
か
は
、
本
文
校
訂
の
際
、
極
め
て
重
大
な
変
化
を
斉
ら
す
の
で
あ
っ
て
、

ベ
デ
ィ
エ
の
立
論
の
根
拠
と
な
っ
た
事
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
。J
が
F

か
ら
出
て
い
る
の
は

J

は
F

の
誤
り
を
全
部
含
み
、
し
か
も
、
他
の
ど
の
伝
本
に
も
な
い
独
自
の
異
文
を
一
つ
以
上

J

の
写
字
生
が
F

を
写
す
途
上
で
為
し
た
誤
り
と
さ
れ
る
事
を
示
す
。

フ
ォ
ト
・
パ
ル
テ
イ
キ
ユ
リZ
1

山
市

と
の
J

独
自
の
異
文
は
、
「
独
自
の
誤
文
」
と
云
わ
れ
狭
義
で
は
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
と
は
云

（
註9
）

わ
ず
、
従
っ
て
ラ
ハ
マ
ン
法
で
は
註
と
し
て
も
挙
げ
な
く
て
よ
い
と
さ
れ
る
。
G
と

H
は
互
に

示
し
て
い
る
の
で
、

共
通
で
し
か
も
A
t
F

に
無
い
誤
り
を
含
ん
で
い
る
が
、
G
H

相
互
間
に
少
く
も
一
つ
づ
っ

の
「
独
自
の
異
文
」
を
含
ん
で
い
る
事
に
な
る
。
乙
の
場
合
、G
と

H

に
共
通
な
部
分
は
、
残

存
し
て
い
な
い
e

の
示
し
た
本
文
と
な
り
、
失
れ
た
e

は
再
建
出
来
る
。
G
と

H
が
異
る
場
合

は
、
A
t
J

の
ど
れ
か
と
等
し
い
方
が
e

を
伝
え
て
い
る
事
に
な
る
の
で
、
等
し
く
な
い
異
文



は
、
狭
義
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
G
と
H
が
異
な
り
し
か
も
A
l
J
の
ど
れ
と
も
此
の
二
者
の
示
す
文
が
等
し
く
な
い
場
合
の
み
e

は
求
め

ら
れ
な
い
。
乙
の
場
合
は
、
G
－

H

の
示
す
異
文
は
、
ず
ア
リ
ア
ン
ト
と
し
て
註
に
出
す
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
単
一
の
写
本
が
、

「
誤
り
」
を
示
す
の
で
な

く
、
他
の
写
本
又
は
写
本
群
が
共
に
異
文
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

e

が
復
原
出
来
た
ら
こ
れ
と
F

と
で
8

が
求
め
ら
れ
る
。
F

・
G
・

H

の
等
し
い
所
が
、
8

で
あ
り
、
F
G

対
H
な
ら
F
G

の
方
が
正
し
く
、
F
H

対
G
な
ら

F
H

の
方
が
正
し
い
事
に
な
る
。F
対
G
H

の
時
は
こ
の
二
者
の
中
A
B
C
D
E

又
、
そ
の
ど
れ
か
と
等
し
い
方
が
正
し
い
。
こ
の
場
合
、F
も

G
H

も
他
の

ど
の
写
本
と
も
異
な
る
時
の
み
8
は
作
れ
ず
、
乙
の
時
にF
と
E

が
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
と
な
る
。
同
様
に
8
と
E

で
T

が
複
原
出
来
る
。
β

は
A
B
C
D

の
一

T

と
等
し
い
も
の
が
β

を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
β

が
再
現
不
能
な

致
で
複
原
さ
れ
、
も
し
こ
の
四
写
本
の
中
任
意
の
二
つ
が
一
致
し
他
と
異
る
時
は
、

の
は
A
B
C
D

が
皆
互
に
異
な
り
し
か
も
r

と
異
な
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
従
っ
てA
t
G

の
中
同
一
の
分
肢
に
属
す
る
あ
る
写
本
が
単
独
で
示
す
「
異
文
」

は
β

又
r

の
複
原
に
は
無
価
値
で
あ
り
、
校
訂
本
に
示
す
必
要
も
な
い
事
と
な
る
。

α

は
β
と

T

か
ら
再
現
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、β
と
T

の
対
立
す
る
箇
所
は
、
第
三
のK
が
な
い
限
り
は
自
動
的
に
は
決
定
出
来
ず
、
両
者
の
本
文
考
証

に
依
る
他
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
二
分
肢
か
三
分
肢
か
は
重
要
な
決
手
に
な
る
。
以
上
の
事
を
逆
に
考
え
る
と
、

r

に
異
文
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
E

・
F
J

-110-

九
世
紀
の
文
献
学
者
に
は
乙
の
ラ
ハ
マ
ン
法
は
貴
重
な
方
法
で
あ
り
、

－
H
・
G

の
五
写
本
に
現
わ
れ
A
B
C
D

よ
り
も
多
く
の
写
本
に
現
わ
れ
る
が
、
乙
の
系
譜
が
解
っ
て
い
る
場
合
は
、
原
文
は
、
科
学
的
に
決
め
ら
れ
る
訳
で
十

（
註
9）

s
・
A
・
T
・
F

叢
書
も
原
則
と
し
て
乙
の
方
法
を
採
用
し
た
。
但
し
繰
返
し
て
注
意
す

べ
き
事
は
、
ラ
ハ
マ
ン
法
で
は
、
写
本
の
単
一
の
異
文
は
、
原
作
の
再
現
に
は
無
益
と
見
ら
れ
採
り
上
げ
ら
れ
ぬ
事
で
、
ず
ア
リ
ア
ン
ト
と
は
、
乙
乙
で
は
、

異
っ
た
テ
ク
ス
ト
で
は
な
く
、
二
分
肢
聞
の
対
立
す
る
異
文
の
み
を
指
す
事
で
あ
る
。
異
文
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
ス
テ
マ
が
書
か
れ
て
し
ま
う
と
一
見
間
違

と
思
わ
れ
る
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
は
陽
の
目
を
見
ら
れ
ぬ
立
場
に
置
か
れ
、
然
も
、
刊
行
さ
れ
た
校
訂
本
か
ら
は
存
在
も
推
定
出
来
な
い
。
校
訂
本
は
「
恐
ら
く
祖

本
に
あ
っ
た
」
テ
ク
ス
ト
で
は
あ
る
が
そ
れ
が
「
実
際
に
中
世
に
読
ま
れ
た
」
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
写
本
よ
り
も
原
作
に
近
い
と
云
う
事
は
仮
定
の
領
域
を
出
ら

れ
な
い
。
ベ
デ
ィ
エ
以
後
大
き
く
変
っ
た
点
は
、
写
本
の
テ
ク
ス
ト
が
、
明
に
誤
記
等
間
違
っ
て
い
な
い
限
り
、
単
一
の
写
本
の
異
文
も
尊
重
す
る
可
も
と
す

る
点
で
あ
ろ
う
。



一
一
、ベ
デ
ィ
エ
の
批
判

（
註
叩
）

ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
に
師
事
し
ハ
レ
大
学
の
ズ
l

ヒ
ャ
ー
に
師
事
し
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ベ
デ
ィ
エ
は
一
八
九O
年
に
当
時
奉
職
し
て
い
た
フ
ラ
イ
プ
ル
グ
大
学

レ
ド
ロ
ン
プ
ル
〈
註

U
）

か
ら
「
水
鏡
の
歌
」
の
校
訂
本
を
刊
行
し
た
。
乙
の
版
で
は
当
然
ベ
デ
ィ
エ
は
ラ
ハ
マ
ン
方
式
の
校
訂
を
し
て
い
る
。
乙
の
版
は
早
速
周
年
の
ロ
マ
ニ
ア
誌
に

採
り
あ
げ
ら
れ
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
は
細
字
七
頁
の
書
評
を
し
、
五
写
本
を
二
分
肢
に
分
類
し
た
ベ
デ
ィ
エ
にE
写
本
が
四
三
一
行
目
か
ら
全
く
違
う
テ
ク
ス

ハ
註
ロ
〉

ト
を
示
す
点
を
注
意
し
、
乙
の
写
本
は
一
写
本
で
一
分
肢
を
構
成
す
る
と
し
た
。
即
ち
五
写
本
を
三
分
肢
に
分
類
す
可
き
で
は
な
い
か
と
発
言
し
た
。
但
し
ガ

ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
は
「
ベ
デ
ィ
エ
氏
は
A
B
C

対
D
E
F

の
対
立
の
例
を
引
用
し
乍
も
、
正
し
い
直
観
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
全
て
の
場
合D
E
F

を
撰
ん
で
い

る
」
と
し
出
来
上
っ
た
結
果
と
し
て
の
校
訂
本
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ベ
デ
ィ
エ
は
こ
の
後
二
十
三
年
経
て
、
同
じ
作
品
を
s

・
A
・
T
・
F

叢
書
の
為
に
再
び

校
訂
す
る
が
、
そ
の
時
彼
は
、
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
が
指
摘
し
た
五
ケ
所
の
外
に
再
に
五
ケ
所
で

D
F

の
み
の
「
異
文
」
を
認
め
た
。
所
が
、
乙
の
事
か
ら
ガ
ス
ト
ン

．
パ
リ
ス
の
指
摘
の
様
に
三
分
肢
に
分
類
す
る
事
な
く
、
乙
の
校
訂
法
、
特
に
伝
本
系
譜
の
真
実
性
を
疑
い
、
こ
の
校
訂
法
そ
の
も
の
を
覆
が
え
し
た
の
で
あ
る
。

ス
テ
マ
（
註
日
）

「
伝
本
系
譜
は
作
品
校
訂
の
為
に
築
く
場
合
は
大
多
数
が
二
分
肢
と
な
る
」

ベ
デ
ィ
エ
の
方
向
転
換
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
有
名
な
ベ
デ
ィ
エ
の
発
見
、

と
云
う
事
実
の
着
目
で
、
こ
の
点
が
マ
l

ス
、
フ
ル
ケ
、
カ
ス
テ
ル
ラ
l

ニ
、
マ
リ
シ
ャ
ル
等
の
批
判
を
斉
ら
す
所
と
な
っ
た
。
ベ
デ
ィ
エ
の
「
水
鏡
の
歌
」
の

新
版
は
一
九
二
二
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
F

・
ロ
ト
に
依
れ
ば
一
九
一
一
年
に
は
準
備
は
終
了
し
て
い
た
と
云
う
。
一
方
ベ
デ
ィ
エ
自
身
は
、
ラ
ハ
マ
ン
法
の

新
武
器
た
る
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
法
に
つ
い
て
、
彼
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
一
九
二
八
年
の
ロ
マ
ニ
ア
誌
で
の
論
文
で
は
、
乙
の
発
見
は
一
九
一
二
年
か
一
九

一
三
年
と
云
っ
て
い
る
。
刊
行
さ
れ
た
種
々
の
作
品
の
校
訂
版
の
写
本
系
譜
を
調
べ
た
ベ
デ
ィ
エ
は
奇
妙
に
二
分
肢
の
系
譜
が
多
い
事
に
気
付
い
た
。
不
思
議

に
思
っ
た
ベ
デ
ィ
エ
は
ラ
テ
ン
語
、

英
語
イ
タ
リ
ー
語
の
作
品
六
十
程
も
調
べ
た
が
二
分
肢
の
図
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
彼
に
よ
る
と
中
世
仏
語
の
一
一

O
の
校
訂
本
中
一
O
五
が
二
分
肢
に
な
っ
て
い
た
。

ベ
デ
ィ
エ
は
こ
の
事
実
は
、
写
本
の
状
態
を
現
わ
す
よ
り
寧
ろ
校
訂
者
の
心
理
か
ら
生
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
が
、

比
の
ベ
デ
ィ
エ
の
解
釈
は
心
憎
い
洞
察
を
示
す
も
の
の
反
論
を
惹
き
起
し
誤
解
の
種
も
播
い
た
と
云
え
よ
う
。
ベ
デ
ィ
エ
は
写
本
系
譜

写
本
が
資
料
で
あ
る
の
に
対
し
ス
テ
マ
が
解
釈
の
一
形
態
以
外
で
あ
り
得
ぬ
点
を
重
視
し
た
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
点
は

が
二
分
肢
に
な
る
事
の
是
非
よ
り
、

ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
法
批
判
中
に
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、

ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
法
は
ラ
テ
ン
訳
聖
書
（
ヴ
ル
ガ
l

タ
）
の
校
訂
法
と
し
て
写
本
聞
の
依
存
関
係
を



知
る
為
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
は
、
ラ
ハ
マ
ン
法
の
「
誤
記
」
の
観
念
を
排
除
し
、
全
く
任
意
に
適
当
な
長
さ
の
部
分
を
撰
び
、
三

十
か
ら
凹
O
位
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
の
グ
ル
ー
プ
を
採
集
す
る
。
但
し
、
此
処
で
も
、
単
一
の
写
本
が
他
の
全
て
の
一
致
し
て
い
る
所
で
示
す
異
文
は
役
立
た

（
註
M
）
レ
ド
ロ
ン
プ
ル

な
い
。
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
は
「
水
鏡
の
歌
」
の
写
本
に
つ
い
て
こ
の
方
法
を
試
み
て
い
る
の
で
、
そ
の
例
を
第
二
表
に
掲
げ
る
。
そ
し
て
次
に
A
B
C

の
三
写
本

に
つ
い
て
A
が
B
C

と
対
立
す
る
の
は
何
回
か
、
A
B

が
C

と
対
立
す
る
の
は
何
回
か
、
A
と

B
と

C

が
互
に
異
な
る
の
は
何
回
か
を
数
え
る
。
乙
の
時
〉
八
回

k
r
V回
八
の

H
J
ア

k
F回
八
円
U
H
。
の
よ
う
に
一
写
本
が
他
に
対
し
対
立
す
る
事
が
無
い
場
合
は
、
乙
の
対
立
を
示
さ
ぬ
写
本
（
こ
こ
で
は
C

）
が

他
の
ニ
写
本
の
中
聞
に
在
っ
た
事
に
な
る
。
又C
が
極
め
て
少
い
対
立
を
示
せ
ば
、
少
な
く
も
A
B

の
親
近
性
が
立
証
さ
れ
る
。
但
し
、
C

が
中
介
者
と
云
う

事
は
、
必
ず
し
も
C

八
日
を
一
一
小
さ
ず
、

A
｜
C
｜
B
又
は
B
｜
C
｜
A
、
或
い
は

M
V
C
か
ら
N

人
目
A
等
を
示
す
。
マ
リ
シ
ヤ
ル
は
、
電
子
計
算
器
を
使

え
ば
三
、
四
O
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
卜
で
な
く
作
品
中
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
全
部
を
調
べ
得
る
と
云
っ
て
い
る
。
実
際
こ
の
方
法
は
、
同
一
分
肢
に
属
す
る
写
本
を
推

n
H
同
町
、

定
す
る
の
に
は
有
効
で
あ
り
、
少
な
く
も
「
誤
り
」
の
観
念
か
ら
出
発
せ
ず
に
操
作
出
来
る
点
、
ラ
ハ
マ
ン
法
の
不
備
を
補
う
も
の
と
云
え
る
が
、
写
本
相
互

聞
の
親
近
性
を
知
る
段
階
か
ら
相
互
の
依
存
関
係
を
推
定
す
る
所
で
、
や
は
り
仮
説
を
排
除
出
来
ぬ
点
を
ベ
デ
ィ
エ
は
指
摘
し
た
。
ベ
デ
ィ
エ
の
帰
納
法
的
証
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明
を
見
る
為
に
、
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
が
「
水
鏡
の
歌
」
に
自
分
の
方
法
を
適
用
し
た
例
を
見
ょ
う
。
表
二
は
、
こ
の
作
品
の
第
一
六
六
行
か
ら
二
三
三
行
ま
で

に
表
わ
れ
た
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
を
列
挙
し
た
も
の
の
一
部
で
、
表
三
は
三
十
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
の
示
す
写
本
閣
の
異
同
の
一
部
で
あ
る
。
尚
、
B

写
本
は
A
写
本

と
殆
ん
ど
同
じ
テ
ク
ス
ト
を
示
す
の
で
図
三
で
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
第
三
表
の
1

と
ロ
は
C
G

の
親
近
性
を
8
、

u
、
口
は
D
E

の
親
近
性
を
示

し
て
い
る
。
4

は
C
F

の
近
い
こ
と
7

は
G
F

の
近
い
事
を
暗
示
し
て
い
る
様
で
あ
り
、
又
3
、

5
、

6

は
A
G
D
、

A
G
E

の
無
関
係
を
表
わ
し
て
い
る
。

所
が
8
、

6

で
は
D
E

が
近
い
事
と
な
り
、
日
、
ロ
、
日
で
は
C
F

が
近
い
こ
と
に
な
る
。

又
日
は
F

が
C
D

の
中
間
に
あ
る
事
を
示
す
。

F

は
日
で
は
C

E

の
中
聞
に
凶
で
は
G
D

の
四
で
は
G
E

の
中
聞
に
な
る
の
で
、
こ
れ
は
図
4

の
関
係
に
な
る
。

一
方
C
G

と

D
E

は
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
な
の
で
こ
れ
は
図

5

の
関
係
を
示
す
。
こ
う
し
た
操
作
で
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
は
第
六
表
のC
に
示
さ
れ
た
系
譜
を
書
い
た
。

ベ
デ
ィ
エ
は
、
こ
の
系
譜
を
先
ず
認
め
、
こ
の
系
譜
に
従
い
祖
本
の
複
原
を
試
み
た
。
三
分
肢
で
あ
る
の
で
機
械
的
に
複
原
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
出
来
た

祖
本
W
を
現
実
に
存
在
す
る
と
仮
定
し
、
今
度
は
W
の
テ
ク
ス
ト
に

E

か
ら
五
つ
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
を
撰
ん
で
R

と
云
う
写
本
を
仮
定
す
る
。
要
す
る
に
祖
本

R

を
写
し
乍
ら
五
ケ
所
書
き
か
え
た
写
字
生
を
仮
定
し
、E
と

W
の
中
閣
の
写
本
を
人
工
的
に
創
っ
て
見
た
。
も
し
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
法
が
正
し
け
れ
ば
「
水
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鏡
の
歌
」
の
写
本
五
と
こ
の
新
し
く
作
り
出
し
た
写
本
二
を
ド
ン
・
カ
ン

タ
ン
法
で
再
び
分
類
す
る
時
第
六
表c
の
系
譜
に
到
達
出
来
ね
ば
な
ら
な

ベ
デ
ィ
エ
は
そ
れ
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
第
七
表
の
a

を
先
ず
得

。
た
。
こ
れ
を
第
六
表
c

と
実
質
上
は
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
W

が
祖
本
に
な
る
の
は
、
W
が
祖
本
で
あ
る
事
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、
知
ら
な
け
れ
ば
第
七
表
b

を
得
る
事
は
あ
り
得
、
又
中
世
の
写
本
を

前
に
し
た
時
の
如
く
失
れ
た
祖
本
を
考
え
れ
ば
、
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
法
の

結
呆
か
ら
は
c
d

も
、
又
こ
れ
以
上
の
ス
テ
マ
も
案
出
さ
れ
得
る
。

ベ
デ
ィ
エ
は
こ
の
様
に
ス
テ
マ
の
浮
動
性
を
示
し
た
が
、一
方
、
第
六

表
第
七
表
を
通
じ
て
不
動
の
事
実
が
あ
る
事
も
注
意
し
て
い
る
。
そ
れ
は
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現
存
す
る
写
本
聞
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
で
あ
る
。
A
B
、

C
G

の
親
近
性

は
常
に
現
わ
れ
て
い
る
。
写
本E
が
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
法
に
よ
る
か
否
か

で
異
な
る
。
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
は
F

を
C
G

と

D
E

の
中
聞
に
置
く
が
、

ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
又
ベ
デ
ィ
エ
は
D
F

を
グ
ル
ー
プ
と
し
た
。
一
九

Dom Quentin 

三
年
に
ベ
デ
ィ
エ
は
、
E

写
本
の
解
釈
と
し
て
、
乙
れ
は
原
作
者
の
改
作

を
伝
え
る
も
の
と
云
う
仮
説
を
建
て
る
事
も
出
来
る
と
し
た
。
S

－

A
・

T
－

F

版
で
は
ベ
デ
ィ
エ
は
「
結
局
、
私
は
こ
の
写
本
の
系
譜
を
建
て
る

事
は
し
ま
い
と
思
う
。
そ
れ
は
従
来
の
多
く
の
研
究
者
が
種
々
の
校
訂
版

で
示
し
た
系
讃
の
多
く
と
同
程
度
に
説
得
力
の
あ
る
系
譜
が
建
て
に
く
い

か
ら
と
云
う
よ
り
は
、
全
く
逆
に
、
色
々
の
系
譜
が
極
め
て
容
易
に
考
え
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（
註
幻
）

ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
」
と
云
っ
て
、
写
本
そ
の
も
の
は
、
丁
度
、
建
築
物
の
基
礎

工
事
で
あ
っ
て
そ
の
上
に
は
何
階
の
建
物
で
も
建
て
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ス
テ
マ
は

仮
説
を
排
除
し
得
ぬ
事
実
を
指
摘
し
た
。

そ
こ
で
此
の
幻
の
祖
本
よ
り
も
、
中
世
の
人
間
、
少
く
も
二
十
世
紀
の
我
々
よ
り

中
世
語
に
通
じ
、
中
世
の
感
受
性
を
持
っ
た
人
達
が
読
ん
だ
写
本
に
よ
っ
て
、
特
に

中
世
に
良
い
写
本
と
さ
れ
た
も
の
に
依
っ
て
作
品
を
読
み
中
世
を
現
実
に
捉
え
る
た

め
に
、
一
写
本
を
底
本
に
選
び
、
出
来
る
限
り
そ
の
本
文
を
尊
長
す
る
事
を
主
張
し

ド
ロ
ン
プ
ル

て
、
「
水
鏡
の
歌
」
で
は
、
ま
ず
s

・

A
a
T

・
F

版
に
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の

時
か
ら
王
室
図
書
館
に
あ
っ
た
極
め
て
良
好
な
写
本B
・

N
・
f

・
f

・
八
三
七
を

底
本
と
し
て
校
訂
し
、

~115 ー

一
九
二
八
年
ロ
マ
ニ
ア
誌
上
に
は
写
本E
を
底
本
に
「
水

鏡
の
歌
」
の
校
訂
文
を
発
表
し
た
。
勿
論
乙
の
一
写
本
を
底
本
と
す
る
事
は
単
に
転

写
を
以
て
事
足
れ
り
と
す
る
事
で
は
な
く
、
例
え
ば
一
九
二
八
年
の
校
訂
で
も
、
九

六
二
行
の
作
品
中
三
六
ケ
所
は
訂
正
を
行
っ
て
い
る
。
然
し
、
そ
の
訂
正
は
「
写
字

ハ
註
お
）

生
が
読
み
返
し
た
ら
訂
正
し
た
と
思
わ
れ
る
」
誤
記
の
訂
正
に
止
め
る
。
乙
の
訂
正

を
施
さ
れ
た
E

写
本
の
校
訂
版
は
、
乙
の
作
品
の
中
世
に
於
る
伝
承
の
一
つ
で
あ

り
、
原
作
で
は
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
確
か
に
中
世
に
於
て
実
在
し
た
作
品
の
正
し

い
一
型
態
で
あ
る
。
中
世
仏
文
学
作
品
の
現
存
の
厚
本
は
十
三
世
紀
よ
り
、
漸
く
多

く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
仏
文
学
創
成
時
代
で
あ
る
十
二
世
紀
か
ら
極
め
て
距
た
っ
て

い
る
と
は
云
え
ぬ
。
今
、
残
さ
れ
た
写
本
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
か
ら
複
原
さ
れ
る
推
定

的
原
作
が
、
正
確
に
原
作
と
一
致
す
る
保
証
が
な
い
以
上
、
良
質
の
中
世
の
写
本
に



従
う
方
が
、
中
世
の
現
実
に
近
い
と
云
う
事
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
点
、
写
本
と
作
品
の
年
代
が
ず
っ
と
離
れ
た
古
典
語
に
関
す
る
学
者
と
し
て
の
マ

ー
ス
、
マ
リ
シ
ャ
ル
、
又
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
を
考
え
る
と
中
世
学
者
と
し
て
の
ベ
デ
ィ
エ
の
立
場
は
可
成
は
っ
き
り
理
解
さ
れ
よ
う
。
ベ
デ
ィ
エ
批
判
を
行
っ

一
九
四
九
年
の
ロ
マ
ニ
ア
で
、
二
分
肢
の
多
く
な
る
原
因
を
一
つ
あ
げ
て
い
る
が
、
乙
れ
は
ベ
デ
ィ

た
フ
l

ケ
は
マ
リ
オ
・
ロ
ッ
ク
の
再
批
判
を
受
入
れ
た
際
、

（
註
日
目
〉

エ
説
を
支
持
す
る
根
拠
と
な
り
得
る
。
今
、
残
存
せ
ぬA
写
本
を
独
立
に
写
し
た
三
写
本
、
N
、

M
、

N
が
あ
っ
た
と
し
、
乙
の
中
、
例
え
ば
、
N
が
、
A
の

一
ケ
所
の
誤
り
（
又
は
誤
文
と
思
わ
れ
た
も
の
）
を
正
し
た
と
す
る
と
、
乙
の
事
を
知
ら
ぬ
研
究
者
は
第
八
表
b

の
様
に
考
え
や
す
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
乙

れ
は
ラ
ハ
マ
ン
法
の
弱
点
を
よ
く
表
わ
す
例
で
あ
る
。
我
々
が
今
誤
植
に
気
付
く
の
は
、
必
ず
し
も
他
の
本
と
の
比
較
に
依
る
の
で
は
な
く
、
内
容
か
ら
も
気

付
く
。
転
写
の
場
合
は
、
独
自
に
原
本
の
誤
り
を
訂
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
卑
近
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
失
敗
は
成
功
の
墓
」
と
あ
れ
ば
、
原
文
に
当
ら
ず
「
基
」

と
直
す
で
あ
ろ
う
。
乙
の
場
合
乙
の
成
句
を
知
ら
な
け
れ
ば
ス
テ
マ
を
考
え
る
時
、
誤
っ
て
い
る
祖
本
を
伝
本
か
ら
出
た
物
と
す
る
事
は
、
起
り
得
る
。
又
作

家
は
乙
の
成
句
が
あ
り
乍
ら
求
め
て
「
失
敗
は
成
功
の
墓
」
と
云
う
事
も
有
る
か
も
し
れ
な
い
。
十
九
世
紀
に
漸
ゃ
く
始
ま
っ
た
中
世
語
の
近
代
的
研
究
は
先

\
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a) 

ず
、
残
さ
れ
た
資
料
の
再
現
が
問
題
で
あ
り
、
写
本
自
体
が
、
充
分
に
良
い
伝
承
を
示
す
場
合
は
、
推
論
は
補
註
に
し
、
本
文
は

-116ー

写
本
に
出
来
る
限
り
従
う
ベ
デ
ィ
エ
の
立
場
は
充
分
尊
長
さ
れ
る
可
き
で
あ
ろ
う
。
中
世
仏
文
学
時
代
に
は
、
現
代
程
の
テ
ク
ス

ト
に
対
す
る
固
定
観
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
は
叙
事
詩
に
於
る
新
伝
承
主
義
論
争
に
も
窺
わ
れ
る
し
、
文
写
本
で
「
独
自
の

読
み
」
を
持
た
ぬ
も
の
は
無
く
し
か
も
ど
れ
も
が

「
間
違
っ
た
読
み
」
と
は
云
え
な
い
。
ベ
デ
ィ
エ
の
云
う
「
作
者
に
依
る
改

作
」
も
独
断
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ヌ
・
ド
・
ピ
ザ
ン
は
在
生
中
ベ
リ
公
と
イ
ザ
ベ
ル
・
ド
・
パ
ヴ
ィ
エ
l

ル
の
た

め
に
自
作
の
写
本
を
そ
れ
ぞ
れ
作
ら
せ
た
が
、
双
方
共
に
彼
女
の
作
品
で
し
か
も
異
同
が
あ
る
。

「
水
鏡
の
歌
」
の
場
合
、A
写

本
と
E

写
本
の
比
較
に
よ
っ
て
校
訂
本
を
作
る
事
は
、
原
形
複
原
と
云
う
よ
りA
I
J

の
写
本
に
一
つ
写
本
を
加
え
る
作
業
に
近

く
な
り
、
細
心
な
る
写
字
生
に
な
る
事
か
も
し
れ
な
く
な
る
。

ベ
デ
ィ
エ
え
の
批
判
は
、
ス
テ
マ
の
二
分
肢
か
三
分
肢
か
の
議
論
に
な
り
、
ス
テ
マ
に
仮
説
を
排
除
し
得
ぬ
要
素
の
あ
る
点
は

反
論
は
出
て
い
な
い
。
ベ
デ
ィ
エ
の
注
意
す
る
如
く
、
ポ
ル
・
メ
イ
エ
ル
も
ラ
ハ
マ
ン
法
で
校
訂
を
出
さ
な
か
っ
た
。
一
方
、
フ

ァ
ラ
ル
は
ベ
デ
ィ
エ
に
批
判
的
で
あ
っ
て
ヴ
ル
ア
ル
ド
ワ
ン
の
校
訂
で
は
ラ
ハ
マ
ン
法
に
依
り
、
リ
ュ
ト
ブ
マ
の
校
訂
で
は
写
本



（
註
げ
）

が
単
一
で
あ
っ
て
も
相
当
訂
正
を
し
て
い
る
。

ベ
デ
ィ
エ
は
一
九
二
八
年
の
論
文
で
は
結
局
は
校
訂
者
の
感
受
性
と
慎
重
さ
の
問
題
で
あ
る
と
云
う
が
と
れ
は
実
証
主
義
と
し
て
の
原
資
料
の
尊
重
を
一
方

に
考
え
て
の
発
言
で
あ
っ
て
、
決
し
て
写
本
の
分
類
、
厳
密
な
批
判
検
討
を
軽
視
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
推
論
を
し
た
上
で
、
資
料
を
尊
重
す
る
事
を

求
め
た
の
で
あ
る
、
叙
事
詩
研
究
、
フ
ァ
プ
リ
オ
研
究
で
彼
の
説
が
多
く
の
補
整
を
受
け
る
段
階
に
あ
る
時
に
、
彼
の
校
訂
法
の
立
場
は
最
も
批
判
に
耐
え
得

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ニ
、
写
本
に

ペコ

て

ベ
デ
ィ
エ
論
文
の
中
で
最
も
問
題
の
あ
る
の
は
、E
写
本
を
作
者
の
改
作
と
し
た
仮
定
の
大
胆
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
仮
説
は
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
法

に
対
し
て
の
便
宜
的
仮
説
と
思
わ
れ
る
が
「
水
鏡
の
歌
」
の
E

写
本
（
回
－z
－
z
s
a
－
－g
ω
S
E
島
Z
E
H
5

品
）
は
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
レ
エ
で
は
S

写

ぬ
点
極
め
て
特
殊
な
写
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
レ
と
呼
ば
れ
る
短
詩
は
、
現
在
、
中
世
仏
語
で
約
四
十
程
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
写
本
に
は
、-117-

本
と
云
わ
れ
る
十
三
世
紀
の
写
本
で
十
二
世
紀
の
一
帖
（
十
二
頁
）
と
そ
の
閣
の
一
葉
（
十
三
世
紀
）
の
ラ
テ
ン
文
を
含
む
他
は
レ
エ
・
プ
ル
ト
ン
し
か
含
ま

二
十
四
が
含
ま
れ
、
そ
の
中
に
は
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
十
二
の
レ
中
九
を
含
ん
で
い
る
。

レ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
種
々
問
題
も
あ
る
が
、
と
の
写
本
の
作
品
は
皆
中
世
に
レ
と
呼
ば
れ
た
も
の
計
り
で
あ
り
、
イ
ン
シ
ピ
ッ
ト
に
も
エ
ク
ス
プ
リ

シ
ッ
ト
に
も
、
レ
ド
プ
ル
タ

l

ニ
ュ
と
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
。
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
は
古
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
訳
の
ス
ト
レ
ン
グ
ラ
イ
カ
写
本
を
含

め
て
五
写
本
に
残
っ
て
い
る
が
、
ハ
ル
レ
イ
写
本
と
ス
ト
レ
ン
グ
ラ
イ
カ
写
本
は
十
二
を
伝
え
て
い
る
も
の
の
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
も
書
か
れ
て
い
る
の

に
、
乙
の
S

写
本
の
み
は
レ
し
か
含
ま
な
い
。
乙
の
写
本
は
、
又
フ
ラ
ン
シ
ア
ン
で
書
か
れ
て
い
る
事
も
特
徴
的
で
、
エ
プ
、
不
ル
が
マ
リ

l

の
作
品
九
を
含
む

（
註
お
〉

と
の
写
本
を
利
用
し
フ
ラ
ン
シ
ア
ン
に
よ
る
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
レ
の
校
訂
版
を
出
版
し
た
乙
と
は
良
く
識
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
点
、
乙
の
写
本
は
中
世

に
、
特
に
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
レ
・
ブ
ル
ト
ン
を
意
識
し
て
集
め
た
も
の
と
考
え
る
事
が
出
来
る
。
乙
乙
で
写
本
を
扱
う
場
合
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
み
で
な

く
全
体
と
し
て
の
写
本
の
質
を
問
題
に
す
る
必
要
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ス
タl
テ
ィ
ウ
ス
の
「
テ
l

パ
イ
ス
」
の
写
本
に
つ
い
て
フ
ェ
リ
ク
ス
・
グ
ラ
は

マ
ド
リ
ッ
ド
に
伝
わ
る
十
一
世
紀
の
写
本
が
優
れ
た
写
本
で
あ
る
事
に
注
目
し
、
乙
の
写
本
が
、
ロ
l

マ
か
ら
直
接
に
伝
来
し
た
写
本
を
代
々
伝
え
、
モ
ー
ル



ハ
註
四
）

人
時
代
に
も
古
典
研
究
の
中
心
で
あ
っ
た
ト
レ
ー
ド
の
カ
テ
ド
ラ
ル
の
所
蔵
で
あ
っ
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
写
本
S

と
ハ
ル
レ
イ
写
本
ス
ト
レ
ン
グ
ラ
イ

カ
写
本
に
含
ま
れ
る
レ
・
ド
・
ラ
ン
ヴ
ァ
ル
を
校
訂
し
た
り
シ
ュ
ネ
ル
は
中
世
仏
語
に
よ
る
四
写
本
の
全
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
を
採
集
し
ド
ン
・
カ
ン
タ
ン
法
の
計

算
を
試
み
、
乙
の
作
品
に
つ
い
て
ハ
ル
レ
イ
写
本
とS
写
本
が
共
々
に
他
の
写
本
に
対
し
古
形
を
保
っ
て
い
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
リ
シ
ュ
ネ
ル
はS
写
本

の
み
に
あ
る
単
独
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
百
二
十
五
中
百
十
は
意
味
上
も
「
誤
記
」
で
な
く
正
当
化
が
出
来
る
も
の
と
し
、
ハ
ル
レ
イ
の
写
本
中
の
独
自
の
ヴ
ア
リ
ア

ン
ト
百
二
十
一
中
五
十
一
の
み
が
正
当
化
可
能
な
こ
と
か
ら
F
2
丘
O

島
B
o
－
－Z
円
の
原
則
に
因
っ
て
ハ
ル
レ
イ
写
本
の
方
が
意
識
的
な
訂
正
を
し
な
い
保
守

的
な
テ
ク
ス
ト
と
考
え
優
位
を
こ
の
写
本
に
与
え
て
い
る
。
計
算
の
抽
象
は
不
注
意
に
よ
る
独
自
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
と
祖
本
中
疑
が
わ
し
い
箇
所
を
意
味
を
通

り
易
く
意
識
的
に
改
憲
し
た
事
に
依
っ
て
生
ず
る
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
を
同
一
に
扱
う
事
に
な
る
の
で
、
個
々
の
ケ
l

ス
の
本
文
批
判
に
よ
っ
て
決
め
る
の
で
あ
る
。

リ
シ
ュ
ネ
ル
は
H
対
C
P
S

の
場
合
は
ハ
ル
レ
イ
写
本
を
離
れ
て
い
る
。
乙
れ
に
対
し
ず
ァ
ル
ン
ケ
はHC
対
P
S

の
場
合
は
P
S

に
従
っ
て
い
る
。
リ
シ
ュ
ネ

ル
版
で
は
四
写
本
の
転
写
が
あ
る
た
め
に
独
自
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
も
解
る
が
従
来
の
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
諸
版
に
よ
っ
て
は

S

写
本
の
独
自
な
ヴ
ア
リ
ア
ン

レ

F

ロ
ワ
ズ
レ

ト
の
検
索
は
困
難
で
あ
っ
た
。
又
「
小
鳥
の
歌
」
も
乙
の
S

写
本
と
「
水
鏡
の
歌
」
の
A
写
本
B

写
本
に
含
ま
れ
る
の
で
、
乙
の
写
本
の
問
題
と
極
め
て
密
接

サ
ン
ス

な
関
係
が
あ
る
が
、
と
と
で
も
S

写
本
は
独
自
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
を
出
す
点
、
特
異
な
写
本
と
云
え
又
、
作
品
中
の
「
教
訓
」
の
順
序
か
ら
寧
ろ

S

写
本
を
底

（
註
却
）

本
に
撰
ぷ
事
の
正
当
性
も
あ
り
得
る
事
は
、
芸
文
前
号
の
拙
稿
で
論
じ
た
所
で
あ
る
。
と
のS
写
本
が
、
レ
の
選
集
と
し
て
注
意
深
く
原
型
を
撰
ん
だ
と
云
う
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事
も
可
能
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
乙
の
仮
定
は
「
小
鳥
の
歌
」
「
水
鏡
の
歌
」
に
つ
い
て
は
、
可
成
の
現
実
性
が
有
り
相
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
水
鏡
の
歌
」
に

レ
ド
ロ

η
ズ
レ

つ
い
て
S

写
本
の
テ
ク
ス
ト
を
ジ
ャ
ン
・
ル
ナl
ル
自
身
に
依
る
改
訂
版
と
考
え
る
事
は
、
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
レ
、
又
「
小
鳥
の
歌
」
に
見
え
る
同
写
本

の
同
様
な
位
置
か
ら
み
て
余
り
に
も
冒
険
的
仮
説
と
云
え
よ
う
。
ベ
デ
ィ
エ
論
文
で
は
理
論
と
「
水
鏡
の
歌
」
の
問
題
は
分
離
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
S

写
本
の
問
題
は
、
乙
の
写
本
中
の
音
韻
、
詩
法
等
か
ら
の
他
写
本
と
の
比
較
又
、
公
文
書
学
的
研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
行
く
可
き
物
と
思
わ
れ
る
。
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E
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E
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l
H
a・に
モ
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・
ク
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ワ
ゼ
に
よ
る
略
伝
が
あ
る
。
明
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回
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往
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R
B
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S
F
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・
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品
に
収
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さ
れ
て
い
る
。
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w
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昆
B

含
a
s

伊
V
m
g
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包
括
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g
v
ロ
関
口
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O
E
S
g

（
昨
日
仏
巳
件
。
内
凶
作
】
正
－

o
自
白
昆
官
同
のB
B

ロ
司
岱
江
田
E
S
〉
に
パ
リ
ス
の
つ
け
た
序
文
、
ロ
マ
ニ
ア
誌
に
収
録
さ
れ
た
デ
ィ
l
ツ
百
年
祭
の
パ
リ
ス
の
講
演
等
参
照
。
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田
内
旬
開

H
回
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目
伶
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F
O
F
包
色
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J
o
s
e
p
h
 Bedier :

 La
 Tradition Manuscrite d

u
 Lai d

e
 l'Ombre, reflexions 

sur 
l'art 

d'editer 
les 

anciens 
Textes. 

C
h
a
m
p
i
o
n
 1929. 

(100 

pp. )
 (Tire a

 part 
d
e
 !'article 

p
訂
u
d
a
n
s
 la 

R
o
m
a
n
i
a
 1928) 

J
o
s
e
p
h
 Bedier :

 De
 !'edition 

princeps 
d
e
 la 

C
h
a
n
s
o
n
 d
e
 R
o
l
a
n
d
 a
u
x
 editions 

les 
plus 

recentes ;
 nouvelles 

r
e
m
a
r
q
u
e
s
 sur 

l'art 
d
モ
tablfr

les 
anciens textes. 

R
o
m
a
n
i
a
.
 
1937-1938 

(en trois 
articles) 

R
o
b
e
r
t
 Marichal: L

a
 Critique des textes. 

D
a
n
s
 
l'Histore et 

ses 
M

eth
o

d
es”

(
pp.1247-1366) 

Encyclopedie d
e
 la 

Pleiade. 
Gallimard 

1961. 
"Cependant, a

 la 
rる

flexion
et a

 la 
lecture 

des 
controverses 

qui 
se 

sont 
poursuivies 

depuis 
trente 

ans 
sur 

ce 

q
u’

o
n

 
a

 appel品
le

"paradoxe 
d
e
 
B
剖

ier”，
il
apparait 

qu'il 
n’a 

peut-etre 
pas 

la
卯

rtee
qu'on 

lui 
a

 tout 
d’abord 

attribuee. 
(…

) N
o
t
r
e
 seule 

source, 
ce 

sont les 
manuscrits e

u
x
-
m
e
m
e
s
,
 done, e

n
 derniere 

analyse, 
les 

s
t
e
m
m
a
.
 
N
o
u
s
 

n’avons d
o
n
e
 pas le 

droit d
e
 repudier t

e
m
o
i
g
n
a
g
e
 sous 

le 
pr
る
texte

qu'il 
n
o
u
s
 parait 

absurde. 
(pp. 

1
2
8
4
-
1
2
8
5
)
 

D
o
m
 Q
u
e
n
t
i
n
 Essai d

e
 critique 

textuelle 
(Ecdotique) 

Paris, 
1926. 

Jean Fourquet: L
e
 P
a
r
a
d
o
x
e
 d
e
 Bedier. 

d
a
n
s
 
M
e
l
a
n
g
e
s
 1

9
4
5
,
 
II. 

E
t
u
d
e
s
 litteraires. 

(Publication 
d
e
 
la 

Faculte des 
Lettres 

d
e
 

l ’U
niversite d

e
 Strasbourg fasc. 

105) 
pp. 

1-16. 
Paris Belles 

Lettres 
1946. 

c
o
m
p
t
e
-
r
e
n
d
u
 d
e
 M
a
r
i
o
 Roques, d

a
n
s
押
R
o
m
a
n
i
a
"

T
o
m
e
 69. 

(1946-1947) 
pp. 

117-118. 

Paul M
a
a
s
:
 Textual Criticism, 

translated 
f
r
o
m
 the 

g
e
r
m
a
n
 b
y
 B
a
r
b
a
r
a
 
Flower. 

O
x
f
o
r
d
 
Clarendon 

Press 
1958 

(Paul 
M
a
a
s
:
 Text:ｭ

kritik 
1957 T

e
u
b
n
e
r
.
 
Leipzig. 

L
e
 livre 

faisait 
partie 

d
e
 "Einleitung 

in 
die A

ltertum
w

issenschaft ”
de 

G
a
r
c
k
e
-
N
o
r
d
e
n
 

1927) 

A
r
r
i
g
o
 Castellani :

 B剖
ier

avait-il 
raison ?

 la 
m
e
t
h
o
d
e
 d
e
 L
a
c
h
m
a
n
n
 
d
a
n
s
 les 

editions 
d
e
 
textes 

d
u
 M
o
y
e
n
 A
g
e
.
 
(Lec;;on 

inaugurale 

d
o
n
n
e
e
 a

 l'Universite 
d
e
 Fribourg le 

2
 juin 

1954) 
Editions 

Universitaires 
Fribourg 1957. 

62 
pp. 

C
o
m
p
t
e
-
r
e
n
d
u
 d’

U
lban T

.
 
H
o
l
m
e
s
.
 
Jr. 

dans S
p
e
c
u
l
u
m
 1958 p. 

529. 

F. 
W
h
i
t
e
h
e
a
d
:
 T

h
e
 
Textual 

Criticism 
of 

the 
C
h
a
n
s
o
n
 
d
e
 
Roland. 

a
n
 
historical 

R
e
v
i
e
w
.
 
dans 

S
t
u
d
i
e
s
 
in 

M
e
d
i
e
v
a
l
 
F
r
e
n
c
h
,
 

ρ
r
e
s
e
n
t
e
d
 to 

A
l
f
 re
d
 E
卸

ert.
O
x
f
o
s
d
 Univ. 

Press 
1961. 

pp. 
76-89. 

Paul M
e
y
e
r
:
 Instruction p

o
u
r
 la 

publication des anciens textes 
A
n
c
i
e
n
s
 T
e
x
t
e
s
 Francais. 

(
A
n
n
e
e
 1909]

pp.
64-79. 

(reproduite 
dans 

la 
Bibliotheque d

e
 l’E

cole des Chartes. 
T
o
m
e
 70. 

(1910) 
pp. 

224-233.) 

J
o
s
e
p
h
 Bedier 
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＼
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ニ
ド
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F
e
r
d
i
u
a
n
d
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o
t
:
 J
o
p
e
p
h
 Bedier 1864-1938 

Paris 
(1939) 
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Lorsqu'il

aura
るte

possible 
d
e
 classer 

les 
manuscrits par familles, 

il 
sera 

le 
plus 

souvent 
inutile 

d
e
 
publier 

les 
variantes 

isolees 
d
e
 tel 

o
u
 tel 

manuscrit. 
II 

suffira 
d
e
 d
o
n
n
e
r
 les 

variantes 
c
o
m
m
u
n
e
s
 a

 toute 
u
n
e
 famille. 

O
n
 economisera 

ainsi 
b
e
a
u
c
o
u
p
 

d
e
 place, 

et 
l'appareil 

critique, 
debarasse d

e
 lecon sans 

valeur, 
deviendra plus 

clair. 
Paul M

e
y
e
r
:
 Instruction p

o
u
r
 la 

publication 
des 

anciens textes 
francais. 

~
 

H
e
r
m
a
n
n
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ロ
L
e

Lai d
e
 I'Oruhre publie 

par J
o
s
e
p
h
 Bedier 

(Extrait 
d
e
 !'index lectionem 

q
u
a
e
 
in 

Universitate 
Friburgensi 

per 
m
e
n
s
e
s
 
oestivos 

anni M
D
C
C
C
X
C
 habebuntur) 

F
r
i
b
o
n
g
 1890. 

~
 

G
a
s
t
o
n
 Paris: C

o
m
p
t
-
r
e
n
d
u
 d

u
 
"Lai d

e
 l'Ombre, publie 

par J
o
s
e
p
h
 Bedier. 

Fribourg, l
m
p
r
.
 
etlibr. 

d
e
 l'Oeuvre d

e
 Saint-Paul 

1890, 

in-4to 
59 pp.”

R
om

ania T
.
 
19. 

1890 pp. 
609-615. 

口
刊

D
a
n
s

la 
flore
耐

l叫

seulement. 
O
u
,
 e
n
 d’autres t

e
r
m
e
s
:
 
A

 part des exceptions 
si 

rares 
qu'elles 

n
e
 
font 

q
u
e
 
confirmer 

la 
regle, 

tout 
philologue 

qui 

publie 
u
n
 texte 

apres 
etude descopies diversement alterees 

q
u
e
 n
o
u
s
 e

n
 avons, arrive 

fatalement a
 se 

persuader 
q
u
e
 
ces 

copies, 

si 
b
o
m
b
r
e
u
s
e
s
 
qu'elles 

puissent 
etre, 

ont derive d
e
 l’original par l’interm

ediaire d
e
 d
e
u
x
 copies 

perdus, 
w

 et 
z, 

et 
d
e
 
ces 

deux-la 

seulement. 
Bedier: 

Tradition manuscrite d
u
 Lai d

e
 l’O

m
b

re pp. 
11. 

~
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＋
ミ
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"
T
o
u
t
e
s
 les 

variantes 
n
e
 sont 

pas aptes 
a

 procurer le 
classement; ii 

faut d’abord qu'elles 
soint

”m
ultiples”

c'est-a-dire, 

c
o
m
m
u
n
e
s
 a

 la 
majorite 

des manuscuits, 
puisqu'il s’agit d

e
 rechercher des accords 

et 
n
o
n
 
des 

desaccords. 
II 

faut 
ensuite, 

qu'elles 

soient 
assez 

insignifiantes 
p
o
u
r
 n
e
 pas avoir 

attire 
!'attention 

des 
copistes.
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plus 

possible, 
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m
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possible, 

n
e
 restaurer 

a
 a
u
c
u
n
 prix.
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"
E
n
 
matiere d

e
 
critique 

d
e
 textes, 

il 
n
e
 faut 

pas 
se 

faire 
u
n
 point 

d' -

h
o
n
n
e
u
r
 d ’avoir reponse 

a
 tout c…

) le 
g
r
a
n
d
 
secret 

est, 
a
u
 
contarire, 

d
e
 savoir 

d
るterminer

o
u
 s'arrete 

notre 
pouvoir d

a
 connaitre. 

D
i
r
e
 ces 

choses, 
ce 

n' est 
pas, 

il 
s’en

 
faut, 

preconiser 
u
n
e
m
e
t
h
o
d
e
 paresseuse”

...\Jll-1小
高
U
Q
申！日賦坦’

て
＝
－
代
’

『
き
ミ
.

""'"' H
ミ
G
起
Q

JjJIIl械！.！
0
将
誌

t-0..QQ
~-IQ

同
小
。

ひ
司

.-4 



la
H

N
H

l
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G
a
s
t
o
n
 Paris ”il n'est 

jamais p
e
r
m
i
s
 a

 UD
 editeur 

d
'
i
m
p
r
i
m
e
r
 des choses inintelligibles, 

O
U

 il 
doit 

appeler 
sur 

Jes 
passages 

qu'iJ 
n
e
 

c
o
m
p
r
e
n
d
 pas et 

qu'il 
n ’a p

u
 restituer l’attention d

e
 ses 

lecteurs” 
Paul M

e
y
e
r
 "

O
n
 n'est 

pas oblige 
d
e
 c
o
m
p
r
e
n
d
r
e
 tout

伺
qu'

o
n
 edite, 

m
a
i
s
 o

n
 n
e
 doit 

pas faire 
semblant d

e
 
c
o
m
p
r
e
n
d
r
e
田

qu'
o
n
 

n
e
 c

o
m
p
r
e
n
d
 pas.” 

J
e
a
n
 Fourquet: Fautes c

o
m
m
u
n
e
s
 o
u
 Innovations c

o
m
m
u
n
e
s
.
 clans “R

om
ania”

T
o

m
e 70 

(1948-1949) 
pp. 85-95. 

E
d
m
o
n
d
 F

 aral :
 A
 p
r
o
p
o
s
 d
e
 l' 
edition des 

textes 
anciens, 

le
回

s
d
u
 
manuscrit 

unique. 
d
a
n
s
 
Recueil 

d
e
 
travaux 

off erts 
a

 Clovis 
Brunel. 

T
o
m
e
 I

 (1955) 
pp. 

409-421. 

Jean R
y
c
h
n
e
r
 L

e
 Lai d

e
 Lanval. 

Droz. 
1956. 

Felix G
r
a
s
:
 L

’H
istoire des T

e
x
t
e
 et 

L
e
s
 Editions 

critique. 
Brbliotheque d

e
 l’E

cole des Chartes 
(1933) 

pp. 
296-309.
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Bref, 
n
o
u
s
 renon~ons a

 proposer u
n
 classement d

e
 nos manuscrits: n

o
n
 pas qu’ii soit 

difficile 
d’

en
 proposer u

n‘
aussi recevable q

u
e
 

la 
p]upart d

e
 c
e
u
x
 q

u’o
n

t e
m
p
l
o
y
e
s
 e
n
 tant d’editions tant 

d
e
 critiques, 

m
a
i
s
 a
u
 contraire 

parce 
qu'il 

est 
trop 

facile 
d’en

 
p
r
o
p
o
田
r

plusieurs. 
J. 

Bedier "
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